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　人ロの動き
一1嫉桝日現荏一

男4，531（翅）
嚢　　　4，593（一2）

計　　　　9，濯24（o｝

世帯数2，273（⑬〉

　ωは前月比較
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　　450人のマラソン大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一10月10日一
　　　第13回町民マラソン大会が、川西中学校グランドを

　　発着地点として開かれました・

　　　大会参加者のほとんどは￥児童・生徒でした。大会

　　主催の体育協会では￥　r一般の参加者は10人ほどと少

　　な＜￥ちょっと残念でした…」と話していました。

　　　　　　　　　　〔大会結果は。7ぺ一ジに掲載〕
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圃休日救急医

繍爵，
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魏
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11月12日至誠堂医院（西浦町）費52－3276

　19日池田医院（本町西）台52－2581

　23日山口医院（袋町〉台52－2174

　26日中条病院（中条）行57－3018

12月3日第二藤巻医院（上野）a68－2018

　10日庭野医院（寿町）君52－2711
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スポーツで健康づくり町づくり

　
十
月
一
日
、
総
合
体
育
館
で
健
康

づ
く
り
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
総
合
体
育
館
脇
に
完
成
し
た

三
面
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
開
設
記

念
大
会
や
、
第
二
回
町
民
つ
な
引
き

大
会
な
ど
の
催
し
が
い
っ
し
ょ
に
開

か
れ
ま
し
た
。

　
午
前
十
時
か
ら
の
開
会
式
で
は
、

こ
と
し
募
集
し
た
、
健
康
づ
く
り
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
発
表
や
、
三
十
回

以
上
の
献
血
功
労
者
、
一
年
間
家
族

全
員
が
一
度
も
医
療
機
関
を
使
わ
な

か
っ
た
、
十
七
の
健
康
家
族
な
ど
の

表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
　
「
エ
ァ
ロ
ビ
ッ
ク
で
健
康

づ
く
り
を
」
と
題
し
、
十
日
町
市
の心も体もリフレッシュ、音楽に合わせてワンツウースリー

関
口
陽
子
先
生
か
ら
、
音
楽
に
合
わ

せ
た
軽
い
運
動
の
実
演
指
導
が
あ
り

ま
し
た
。
会
場
い
っ
ぱ
い
の
参
加
者

は
、
気
持
ち
よ
く
手
足
を
伸
ば
し
て

い
ま
し
た
。

　
去
年
の
大
会
で
も
大
好
評
い
た
だ

い
た
、
無
料
お
に
ぎ
り
昼
食
会
が
あ

り
ま
し
た
。
農
協
提
供
の
コ
シ
ヒ
カ

リ
一
五
〇
キ
ロ
で
作
っ
た
、
お
に
ぎ

り
三
千
個
と
、
豚
汁
五
四
〇
リ
ッ
ト

ル
（
三
百
升
）
は
、
あ
っ
と
い
う
ま

に
な
く
な
り
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々

●
献
血
功
労
者
（
数
字
は
献
血
回
数
）
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功
労
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金
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春
枝
　
　
（
岩
　
瀬
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食
生
活
改
善
推
進
員
二
十
一
年
功
労

●
体
育
指
導
功
労
者

　
川
崎
　
定
則
　
　
（
朝
日
町
）

　
体
育
指
導
委
員
二
十
一
年
功
労
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敬
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〕
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入選者清水里美さん
　　　　（川西中3年）
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小学生高学年の部で優勝したS　S　C中仙田

第2回町民つな引き大会結果

●小学生低学年の部
優勝
2位

3位

〃

SSC中仙田
千手小学校3年2組
三　箇

千手小学校3年1組
●小学生高学年の部
優勝
2位

3位

〃

SSC中仙田
千手小学校5年1組
三　箇

千手小学校6年
●一般の部

勝
位
位

優
2
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”

木落A
オール仁田

白　倉

SSC中仙田

ゲートボール大会結果

優勝野　口
2位　山之根、伊　友

3位　小白倉白鷺会
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盤

　
　
　
　
　
　
簸

ゲートボール場でのテープカット（高橋老人クラブ会長（左）と南雲町長）

轍

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

　
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
実
演

慧購翻澱

コ
シ
ヒ
カ
リ
お
り
ぎ
り
は

　
　
と
っ
て
も
大
好
評

健康ウルトラクイズ
当選者（一般の部）は、ペアで松葉荘1泊ご招待

　　　町内の全世帯にお配りした健康ウルトラクイズ
には、561通の応募がありました。全問正解の
方々の中から、抽選で小学生の部は、柄沢孝洋君
（千手小）、一般の部では、沢口茂利さん（上野）
が当選しました。一般の部の問題と正解（文頭に
表示）を紹介します。　【】は、解説です。

×問1　住民検診は、健康であれば受けなくて良
　　　い。　【健康に自信があっても、年1回は
　　　必ず受けてください。】
○問2　ミ薄口しょう苧由ミは、ミ2農口しょう享由美
　　　より塩分が多い。　【濃度の薄いのは、減
　　　塩しょう油です。】
○問3

×問4

○問5

○問6
×問7

　
　

問
問

○
○

×問10

ま
　
で
　
に
要
　
　
ゆ
よ
一
　
　
ら
　
本
休

含
　
中
d
の
必
　
　
ち
し
り
　
　
か
　
三
、

く
　
卒
す
る
が
　
　
う
【
ロ
」
　
1
　
の
動

多
脳
で
す
）
　
よ
。
カ
る
。
の
り
運

に
　
　
、
ん
費
行
　
　
。
し
い
、
太
る
分
　
く
、

柿
は
が
消
歩
る
、
な
が
が
あ
3
づ
養

り
　
プ
、
を
通
　
な
り
ら
方
方
で
ー
。
康
栄

よ
　
ツ
は
一
普
　
に
よ
太
の
い
品
の
る
健
、

ゴ
　
ト
プ
ギ
（
　
中
む
が
二
・
同
食
重
あ
、
は

ン
　
の
ツ
ル
行
　
卒
飲
方
キ
ら
リ
体
で
は
に

リ
　
因
ト
ネ
歩
　
脳
を
の
ス
な
カ
、
い
眠
確

、
　
原
の
エ
の
　
も
ル
一
イ
量
ル
は
ら
睡
正

は
　
亡
因
の
分
　
で
一
キ
ウ
じ
ア
量
く
・
【

C
。
死
死
杯
O
　
人
ビ
ス
や
同
、
液
1
動
。

ン
る
の
【
一
3
。
の
や
イ
う
。
は
血
の
運
る
d

ミ
い
人
。
ん
約
る
圧
酒
ウ
ゆ
い
ン
の
分
・
あ
す

タ
て
本
る
は
、
あ
血
本
や
ち
高
モ
間
0
養
で
で

ビ
れ
日
あ
ご
は
で
低
日
う
う
が
レ
人
1
栄
柱
養

麟



　町防犯組合（組合長・南雲町長）では、秋の全国防犯運動に合わ

せて、町内の児童・生徒を対象に、防犯標語を募集しました。
　あらかじめ、各学校で5点前後を選んでいただき、集まった作品
37点の中から、次の4点が選ばれました。
　最優秀作品は、防犯標語看板に記載され、総合体育館裏の幹線道
路付近に設置されています。

目
取
優
秀

防
犯
は
幼
い
子
供
の
し
つ
け
か
ら

　
　
　
　
　
川
西
中
二
年
春
日
正
史
君

佳
　
作

ゆ
う
わ
く
は
あ
な
た
の
心
の
す
き
ま
か
ら

　
　
　
　
　
川
西
中
二
年
　
羽
　
鳥
　
久
美
子
さ
ん

同
親
と
子
の
会
話
で
広
ま
る
す
て
き
な
心

　
　
　
　
　
千
手
小
六
年
春
日
麻
由
美
さ
ん

同
き
れ
い
な
心
自
分
の
未
来
も
考
え
て

　
　
　
　
　
千
手
小
六
年
高
　
橋
　
　
　
梢
さ
ん

秋の全国防犯運動の初日（10月11日）に建てられました。

前方の集落は元町、右に幹線道路が

走っています。

11

月
11
日
～
17
日

　
　
　
　
　
　
　
中
学
生
の
標
語
入
選
作

川中体育祭（9．10）

　
週
間
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
郡
市

内
の
中
学
生
を
対
象
に
標
語
を
募
集

し
ま
し
た
。

　
川
西
中
学
校
か
ら
は
、
次
の
生
徒

が
入
選
し
ま
し
た
。
ー
以
下
敬
称
略

十
日
町
税
務
署
長
優
秀
作

夢
の
あ
る
暮
ら
し
と
福
祉
に
育
つ
税

　
　
　
　
　
一
一
年
黒
嶋
裕

同
佳
作

あ
な
た
の
税
暮
ら
し
と
福
祉
に
生
き

て
い
る
　
　
　
二
年
水
品
円

町
租
税
教
育
推
進
懇
談
会

〈
入
選
〉

人
の
た
め
自
分
の
た
め
に
も
納
税
を

　
　
　
　
　
　
一
年
　
高
橋
　
博
美

税
い
か
し
き
れ
い
で
住
み
良
い
町
づ

く
り
　
　
　
　
三
年
小
林
正
樹

実
り
あ
る
あ
す
の
未
来
を
作
る
税

　
　
　
　
　
三
年
星
名
聡

消
費
税
社
会
参
加
の
第
一
歩

　
　
　
　
　
三
年
沢
口
　
友
紀

税
金
は
明
る
い
社
会
の
立
て
役
者

　
　
　
　
　
三
年
小
野
塚
祐
介

将
来
の
福
祉
の
た
め
の
消
費
税

　
　
　
　
　
三
年
星
名
徹

〈
佳
作
〉

三
年
丸
山
裕
子
　
野
沢
尚
美
　
小

嶋
昌
子
　
高
橋
太
樹
　
山
岸
智
和

押
木
章
子
　
高
橋
宗
子

二
年
相
崎
文
幸
茂
野
淳
一
　
高

橋
香
織
斎
木
由
香

一
年
清
水
奈
保
子
金
子
亜
由
美

蔵
品
芳
一

作
文
の
部

〈
入
選
〉

昔
と
今
の
税
の
ち
が
い

　
　
　
　
　
二
年
水
品
円

〈
佳
作
〉

「
消
費
税
」
こ
の
言
葉
を
初
め
て
聞

い
た
と
き

　
　
　
　
　
　
三
年
渡
辺
千
恵
子

韓
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青少年健全育成講演会

τ）

雛
伊藤周左工門さん講師

斜

鰍

　
十
月
蔓
十
圏
夜
、
川
西
中
学
校
体
育
館
で
、
蕎
少
年
育
成
町
民
会
議
主

催
の
講
演
会
が
開
か
れ
ま
じ
た
。
講
師
は
、
青
森
県
出
身
の
佐
藤
綱
左
工

門
さ
ん
簿
欝
、
國
氏
は
、
昭
和
六
棄
年
と
，
鑑
と
し
の
鑑
回
に
わ
た
つ
で
、

女
優
和
漿
雅
子
さ
ん
の
北
極
遠
征
に
参
蘭
、
副
隊
長
と
じ
て
豊
富
な
体
験

を
生
か
し
、
極
点
到
達
の
偉
業
に
、
大
き
嶽
役
割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　
羅
騎
關
に
及
ぷ
熱
演
の
中
か
鐵
、
蓄
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
ず
。

　
狩
猟
民
族
エ
ス
キ
モ
ー

　
エ
ス
キ
モ
ー
は
、
一
つ
の
集
落
が

三
世
帯
ぐ
ら
い
で
す
。
大
勢
集
ま
る

と
、
食
料
の
ア
ザ
ラ
シ
や
タ
ラ
を
捕

る
距
離
が
遠
く
な
る
の
で
一
カ
所
に

集
ま
ら
な
い
の
で
す
。

　
い
ま
、
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
政
府

が
、
一
カ
所
に
集
め
て
学
校
や
病
院

を
造
っ
て
生
活
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
狩
猟
民
族
で
、
お

父
さ
ん
が
ア
ザ
ラ
シ
を
捕
り
に
行
く

と
、
み
ん
な
つ
い
て
行
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
学
校
に
は
来
ま
せ
ん
。

　
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
三
月
二
十

一
日
ま
で
は
、
ま
っ
た
く
太
陽
が
出

ず
、
北
極
点
に
近
い
方
で
は
、
夜
ば

っ
か
り
で
す
。
三
月
二
十
一
日
か
ら

三
十
分
ほ
ど
太
陽
が
出
て
き
ま
す
。

六
月
二
十
五
日
ご
ろ
に
な
る
と
、
今

度
は
太
陽
が
沈
ま
な
く
な
り
ま
す
。

　
女
優
和
泉
雅
子
と
の
出
会
い

　
映
画
「
植
村
直
巳
物
語
」
の
奥
様

役
は
倍
賞
千
恵
子
さ
ん
で
し
た
。
和

泉
雅
子
さ
ん
も
希
望
が
あ
っ
た
と
か
。

そ
の
う
え
彼
女
は
、
北
極
に
行
き
た

い
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
は
無
理
で
し

ょ
う
と
言
い
ま
し
た
。

　
あ
る
と
き
、
西
堀
栄
三
郎
さ
ん
（
元

南
極
越
冬
隊
長
”
故
人
）
か
ら
「
な

ん
で
反
対
す
る
」
と
言
わ
れ
、
時
間
さ

え
許
せ
ば
、
力
に
な
る
と
だ
け
言
っ

て
お
き
ま
し
た
。
今
か
ら
五
年
前
の

十
月
の
こ
と
で
す
。

　
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
土
樽
で
耐

寒
訓
練
を
し
ま
し
た
。
そ
の
前
に
太

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
脂
肪
を

つ
け
て
寒
さ
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
細
い
の
が
身
上
の
女
優
も

六
八
キ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。
心
臓
に

負
担
が
か
か
る
。
歩
け
な
い
。
ま
た

ず
れ
が
す
る
。
で
も
、
遭
難
し
て
助

か
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
す
。

　
昭
和
二
十
二
年
生
ま
れ
の
彼
女
は
、

湯
沢
ま
で
の
切
符
を
生
ま
れ
て
初
め

て
自
分
で
買
っ
た
の
で
す
。
今
ま
で

は
付
け
人
が
い
ま
し
た
。
と
て
も
北

極
に
は
連
れ
て
行
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
山
荘
か
ら
百
メ
ー
ト
ル

く
ら
い
離
れ
た
所
に
テ
ン
ト
を
張
り

ま
し
た
。
翌
二
十
六
日
は
大
雪
で
テ

ン
ト
が
見
え
な
い
。
つ
ぶ
れ
た
と
思

っ
て
行
っ
て
見
た
ら
、
彼
女
は
い
び

き
を
か
い
て
寝
て
い
ま
し
た
。
と
に

か
く
、
三
月
下
旬
ご
ろ
に
は
返
事
を

し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
彼
女
は
一
月
十
日
記

者
会
見
で
、
僕
を
副
隊
長
と
し
て
出

発
す
る
と
発
表
。
驚
い
た
女
房
に
は

離
婚
す
る
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
和
泉

さ
ん
は
女
優
だ
か
ら
、
山
の
経
験
は

な
い
。
テ
ン
ト
も
張
っ
た
こ
と
が
な

い
。
動
作
も
鈍
い
。
し
っ
か
り
ガ
ー

ド
し
な
い
と
大
変
だ
。
エ
ス
キ
モ
ー

三
人
と
あ
と
カ
メ
ラ
マ
ン
と
僕
と
、

全
部
で
六
人
。
サ
ポ
ー
ト
隊
員
二
人

は
べ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
残
し
て
出
発

し
ま
し
た
。

　
副
隊
長
と
し
て

　
今
か
ら
五
年
前
は
、
非
常
に
条
件

が
悪
か
っ
た
の
で
す
。
氷
と
氷
が
ぶ

つ
か
っ
て
山
や
斜
面
を
作
る
。
そ
れ

を
ゆ
っ
く
り
登
る
。
汗
を
か
い
て
は

い
け
な
い
。
オ
シ
ッ
コ
は
テ
ン
ト
の

中
で
や
っ
て
も
よ
い
。
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
る
と
す
ぐ
氷
っ
て
し
ま
う
。

い
ろ
い
ろ
な
生
活
を
教
え
な
が
ら
や

っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
判
断
す

る
の
は
わ
れ
わ
れ
で
あ
り
な
が
ら
、

決
断
は
隊
長
の
和
泉
さ
ん
で
す
。

　
同
じ
顔
と
六
十
日
も
い
る
と
、
い

や
に
な
り
ま
す
。
新
し
い
話
題
が
な

い
と
自
分
勝
手
に
な
る
。
寒
い
と
思

考
力
が
鈍
る
。
中
で
も
恐
ろ
し
い
の

は
幻
覚
症
状
で
す
。
男
は
「
赤
ち
ょ

う
ち
ん
」
が
、
和
泉
さ
ん
は
こ
た
つ

が
浮
か
ぶ
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が
高

ず
る
と
裸
に
な
っ
て
海
に
飛
び
込
む

よ
う
な
こ
と
に
な
る
。
そ
う
い
う
こ

と
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
ど
ん
ど

ん
話
を
し
て
、
テ
ン
ト
に
入
れ
て
や

ら
な
い
と
駄
目
に
な
り
ま
す
。

　
山
と
ち
が
っ
て
北
極
点
は
征
服
し

た
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん
。
五

月
九
日
に
そ
れ
ら
し
い
所
に
テ
ン
ト

を
張
り
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
ニ
台
で

東
西
ニ
キ
ロ
ず
つ
走
っ
て
無
線
を
入

れ
た
ら
「
お
め
で
と
う
。
北
極
点
二

回
通
過
」
の
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
終
わ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
一
人
で
は
何
も
で
き
な
い

　
何
を
や
る
に
も
計
画
を
た
て
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
失
敗
の
あ
と
に

は
成
功
が
あ
り
ま
す
。
人
に
笑
わ
れ

や
し
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
や
っ
て
み

な
け
れ
ば
結
果
は
出
な
い
。
な
ん
で

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
、
若
さ

を
保
つ
秘
訣
だ
ろ
う
し
、
自
分
で
も

満
足
し
、
人
生
が
楽
し
く
な
る
と
思

い
ま
す
。
隊
員
ら
と
和
泉
さ
ん
も
、

や
っ
ぱ
り
一
人
で
は
何
も
で
き
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
は
、
外
国
語
を
勉
強
し

て
、
意
志
の
疎
通
が
で
き
る
よ
う
に

し
、
体
を
き
た
え
て
お
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
、
一
人
で

は
何
も
で
き
な
い
の
で
す
。
子
供
た

ち
は
、
親
が
い
る
か
ら
学
校
に
行
け

る
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
、

人
の
い
た
み
の
分
か
る
よ
う
な
人
間

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

麟



　10月25日、26日の両日、第14回フレッシュバレーボ
ール大会が開かれました。
　参加は22チーム総勢200人あまり、町内会や部落、

仲問同志といったチームがほとんどです。練習量は、

学校の体育館や、総合体育館を利用して十分といった

ところや、ぶっつけ本番組など様々のようでした。

　試合開始は、午後7時15分。日頃のスポーツ離れを

少しでも解消…？　試合の終わった後が大いに楽しみ
…？と、カラフルなスポーツ着で総合体育館に集合し

ていました。

　試合は、男女混合の6人制です。男子は、35歳以上
で出場できるのは2人まで、女子はフリーです。ネッ
トの高さは、普通のバレーより少し低く、バスケット

ボールほどの大きさで、柔らかいボールを使うのがフ
レッシュバレーの特徴です。

　表彰は、1位から3位までに賞状を差し上げるだけ
です。でも、春と秋に恒例となったこの大会には、いつ

も20チーム以上が出場するといった根強い人気があり
ます。参加した方に、楽しさの秘密を聞いてみました。

　ボールが柔らかく、普通のバレーと違って気軽にで
きます。スピードがなく、怖くない。仲間とやること

が楽しい。普段スポーッをやっていなくても、すぐに
やれます。終わったあとの一杯が、何より楽しみ。

　などと、いろいろなお話でした。
　けがもなく終了した大会結果は、つぎのとおりです。

仲間を見つけて、あなたも来春はぜひ参加してみませ
んか。

優勝　SSC・A（赤谷）
2　位　　S　S　C・B（中仙田・室島）

3　位　　沖立
　〃　　中島町

7
レ
ッ
シ
ュ
で
ー

轟蝋懸

第
一
ゲ
ー
ト
通
過
が
勝
敗
の

ポ
イ
ン
ト
で
す

誕 　
灘
　
　
畑

　
　
藝

　
　
　
　

　
　
　
　

　　　　　慧
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購灘灘繍馨蕃ぼ…緊…張…3嘩響ず蝋…

　
十
月
二
十
三
日
、
庚
塚
運
動
場
で

第
二
回
町
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
主
催
・
町
G
B
連
盟
田
村
才
一
郎

会
長
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
午
前
九
時
か
ら
の
開
会
式
は
、
ま

ず
ま
ず
の
天
候
で
し
た
が
、
予
選
リ

ー
グ
第
一
試
合
半
ば
で
、
突
然
の
雨

と
な
り
、
そ
の
日
は
中
断
し
ま
し
た
。

　
再
開
は
二
十
六
日
、
真
夏
を
思
わ

せ
る
天
候
の
も
と
、
橘
運
動
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
参
加
チ
ー
ム
は
、
三
十
一
チ
ー
ム

お
よ
そ
二
百
二
十
人
あ
ま
り
と
、
町

の
ス
ポ
ー
ッ
大
会
で
は
、
最
大
級
の

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
　
　
一
分
団
A

二
位
　
白
倉
A

三
位
　

二
分
団
A

四
位
　
三
分
団 撒

難灘

藷

選
手
宣
誓
は
二
分
団
明
朗
会
の

佐
藤
ツ
ネ
さ
ん

㊨



県
競
書
犬
会
入
賞
者

　
第
三
十
九
回
県
競
書
大
会
（
県
書

道
教
育
研
究
会
主
催
）
の
審
査
が
ま

と
ま
り
、
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
準
特
選
以
上
の
作
品
展
は
、
十
月

二
十
六
日
か
ら
五
日
間
、
新
潟
市
の

デ
パ
ー
ト
で
開
か
れ
ま
し
た
。
準
特

選
以
上
の
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

　
ま
た
、
団
体
賞
に
、
千
手
小
学
校

と
川
西
中
学
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

新
潟
市
で
開
か
れ
た

優
秀
作
品
展
（
m
・
2
9
）

●
小
学
生
の
部

特
選

　
3
年
春
日
　
え
み

6
年
春
日
麻
由
美

　
　
　
星
名
恵
美
子

準
特
選2

年
平
野
理
恵

3
年
高
橋
鮎
美

　
　
　
高
橋
る
み

　
　
　
星
奈
緒
子

　
　
　
小
野
塚
梨
恵

　
　
高
橋

4
年
柳

5
年
平
野

　
　
蔵
品

　
　
村
山

　
　
柳
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子浩臣介織新

　
　
柄
沢
英
理
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6
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小
川
真
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小
海
　
　
基

　
　
南
雲
千
加

●
中
学
生
の
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準
特
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1
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田
中
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茂
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天
保
・

弘
化
時
代
の
村

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

　
村
　
役
　
人

　
「
柏
崎
日
記
」
を
お
読
み
く
だ
さ

つ
た
方
々
か
ら
、
天
保
・
弘
化
時
代

の
村
や
世
相
、
用
語
に
つ
い
て
ご
質

間
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
村
役
人
と
い
う
の
は
庄
屋
（
肝
煎
・

き
も
い
り
）
、
組
頭
、
百
姓
代
の
こ

と
で
、
こ
の
三
人
を
村
方
三
役
と
呼

ん
だ
。
庄
屋
は
家
柄
の
高
い
者
の
中

か
ら
選
ば
れ
、
領
主
と
村
民
側
の
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
だ
ち

点
の
役
を
に
な
っ
た
。
組
頭
は
重
立

の
交
代
制
で
選
出
さ
れ
、
庄
屋
の
事

務
を
補
佐
し
た
。
百
姓
代
は
庄
屋
と

組
頭
の
職
務
を
監
視
し
、
年
貢
の
賦

課
や
納
入
に
立
ち
合
い
、
村
入
用
の

金
の
使
途
に
つ
い
て
注
意
し
た
。

　
大
肝
煎
と
内
組
頭

　
山
谷
組
に
は
、
二
〇
力
村
の
庄
屋

を
た
ば
ね
る
大
肝
煎
（
大
庄
屋
）
が

置
か
れ
て
い
た
。
山
谷
の
酒
井
家
が

大
肝
煎
、
上
野
の
星
名
家
が
大
肝
煎

格
で
、
と
も
に
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ

た
名
門
で
あ
っ
た
。
村
役
人
の
中
に

は
名
字
帯
刀
、
名
字
だ
け
、
帯
刀
だ

け
を
許
さ
れ
る
者
が
あ
っ
た
。

　
一
五
の
集
落
が
一
村
で
支
配
さ
れ

た
仙
田
村
で
は
、
村
役
人
と
は
別
に

各
集
落
に
内
組
頭
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
先
触
れ
と
役
人
の
接
待

　
柏
崎
陣
屋
の
役
人
が
旅
行
す
る
と

き
は
、
前
日
に
先
触
れ
を
出
し
て
通

過
地
や
宿
泊
先
、
用
務
や
到
着
予
定

の
日
時
を
知
ら
せ
て
い
る
。
触
れ
を

受
け
た
宿
や
村
々
は
、
人
馬
や
駕
籠

（
か
ご
）
を
揃
え
て
役
人
を
出
迎
え
、

必
要
が
あ
れ
ば
宿
泊
や
賄
い
の
準
備

を
し
た
。

　
渡
辺
平
太
夫
は
、
食
事
等
の
接
待

を
受
け
る
に
当
た
っ
て
、
村
の
衆
に

め
い
わ
く
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
気

を
使
っ
て
い
る
。
　
「
御
仕
置
五
人
組

帳
」
の
御
条
目
を
と
お
し
て
、
た
て

ま
え
と
し
て
は
、
村
々
に
次
の
事
項

が
徹
底
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
役
人
が
廻
村
の
節
、
百
姓
共
の
馳

走
に
な
れ
ば
村
々
の
出
費
が
か
さ
む

ゆ
え
、
必
ず
弁
当
を
持
た
せ
て
出
す
。

　
や
む
を
得
ず
馳
走
に
な
っ
た
と
き

は
、
飯
、
塩
、
味
噌
、
野
菜
等
の
実

費
を
本
人
に
支
払
わ
せ
る
。

　
指
し
図
し
な
い
の
に
、
村
の
衆
が

酒
や
さ
か
な
で
接
待
し
た
と
き
は
曲

事
（
ま
げ
ご
と
、
お
叱
り
）
に
処
す

る
。

　
役
人
に
は
、
金
、
銀
、
銭
、
米
、

衣
類
、
諸
道
具
、
酒
こ
う
な
ど
、
軽

い
品
で
あ
っ
て
も
音
物
し
て
は
な
ら

な
い
。

　
旅
籠
（
は
た
ご
）
と
茶
屋

　
特
別
に
認
め
ら
れ
た
者
や
、
役
人

が
公
用
で
旅
行
す
る
と
き
に
泊
ま
る

宿
を
旅
籠
屋
と
い
い
、
施
設
に
余
裕

が
あ
れ
ば
私
用
の
旅
人
で
も
休
泊
を

許
さ
れ
た
。
公
用
の
休
泊
費
は
安
価

に
決
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
い
つ
し

か
、
私
用
の
旅
行
者
を
客
引
き
し
て

利
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
天
保
十

三
年
（
一
八
四
三
）
に
、
売
春
も
し

た
飯
盛
女
を
抱
え
る
こ
と
が
許
さ
れ

て
い
た
旅
籠
屋
は
、
飯
盛
女
二
人
ま

で
は
、
一
人
に
つ
き
一
カ
月
銭
六
十

八
文
を
宿
役
人
に
差
し
出
し
て
営
業

し
て
い
る
。

　
公
用
者
が
道
中
で
休
息
す
る
場
所

を
茶
屋
と
い
い
、
街
道
の
要
所
で
店

を
開
く
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
す
け
ご
う
え
き

　
大
変
だ
っ
た
助
郷
役

　
特
権
階
級
や
役
人
が
道
中
す
る
と

き
に
、
近
在
の
村
々
が
送
迎
や
荷
物

運
び
に
使
役
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
助

郷
と
い
っ
た
。
文
久
二
年
（
一
八
六

一
）
の
、
和
宮
御
降
嫁
の
さ
い
の
助

郷
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
、
川
西

郷
の
全
村
に
木
曽
谷
へ
行
け
と
の
お

達
し
が
出
て
大
騒
ぎ
し
て
い
る
。

　
旅
行
者
は
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
に
来

る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
季
節
は
春
秋

の
農
繁
期
で
、
助
郷
役
を
命
ぜ
ら
れ

た
村
々
は
大
変
に
迷
惑
し
た
。

　
　
　
　
か
る
じ
り
　
　
の
り
か
け
う
ま

　
本
馬
・
軽
尻
・
乗
掛
馬

　
馬
を
使
っ
た
と
き
の
駄
賃
銭
は
、

街
道
の
宿
駅
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い

る
。
本
馬
は
、
荷
物
一
駄
分
を
目
方

四
〇
貫
目
（
一
五
〇
キ
ロ
）
ま
で
と

し
た
。
軽
尻
は
人
が
乗
る
馬
で
荷
物

を
五
貫
目
（
約
二
〇
キ
ロ
）
ま
で
付

け
て
も
よ
か
っ
た
。
人
が
乗
ら
な
い

場
合
は
、
荷
物
を
二
〇
貫
目
（
七
五

キ
ロ
）
ま
で
付
け
て
軽
尻
と
し
た
。

渡
辺
平
太
夫
が
千
手
で
乗
っ
た
乗
掛

馬
は
、
人
の
ほ
か
荷
物
を
二
〇
貫
目

ま
で
付
け
て
も
よ
い
と
さ
れ
て
お
り
、

駄
賃
銭
は
本
馬
と
同
様
で
あ
っ
た
。

　
一
年
が
十
三
カ
月

　
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
ま
で
使

わ
れ
て
い
た
暦
は
、
月
が
地
球
を
一

周
す
る
期
間
を
一
カ
月
と
し
た
太
陰

暦
で
あ
る
。
大
の
月
を
三
十
日
、
小

の
月
を
二
十
九
日
で
調
節
し
た
が
、

こ
れ
で
は
太
陽
の
進
行
と
合
わ
な
い

た
め
、
十
九
年
間
に
七
回
の
う
る
う

月
を
置
い
た
。
し
た
が
っ
て
う
る
う

年
は
二
年
か
三
年
に
一
度
あ
り
、
そ

の
年
は
、
一
年
が
十
三
カ
月
に
な
っ

た
。

　
太
鼓
と
鐘
と
線
香
で

　
古
来
、
一
昼
夜
を
十
二
に
分
け
、

こ
れ
に
十
二
支
の
名
を
付
け
て
時
刻

に
用
い
る
法
が
行
わ
れ
た
。
た
と
え

ば
、
午
後
十
一
時
か
ら
午
前
一
時
ま

で
が
子
の
刻
で
、
一
刻
は
二
時
間
に

な
る
。
渡
辺
平
太
夫
は
五
ツ
、
四
ツ

な
ど
と
時
刻
を
記
し
て
い
る
が
、
こ

れ
に
は
次
の
理
由
が
あ
る
。

　
昔
は
、
子
（
ね
）
と
午
（
う
ま
）
の
時

刻
に
九
ツ
、
丑
（
う
し
）
と
未
（
ひ
つ

じ
）
に
八
ツ
、
寅
（
と
ら
）
と
申
（
さ
る
）

に
七
ツ
、
卯
（
う
）
と
酉
（
と
り
）
に
六

ツ
、
辰
（
た
つ
）
と
戊
（
い
ぬ
）
に
五
ツ

巳
（
み
）
と
亥
（
い
）
の
時
刻
に
四
ツ
、

そ
の
数
を
太
鼓
で
打
っ
て
刻
を
知
ら

せ
た
。
丑
と
寅
の
間
な
ど
、
四
刻
の

区
切
り
に
は
、
城
内
や
寺
や
宿
駅
で

そ
の
数
だ
け
鐘
を
鳴
ら
し
た
が
、
必

ず
し
も
正
確
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

　
百
姓
の
田
人
（
と
う
ど
）
や
芸
者

衆
は
、
休
息
や
勤
務
時
間
を
線
香
の

燃
焼
で
決
め
て
い
る
。
田
人
が
昼
休

み
の
と
き
、
夏
は
戸
を
開
け
る
と
線

香
が
早
く
絶
え
、
閉
め
れ
ば
暑
く
て

昼
寝
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
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〃よいけい

　
　

，
ゆ
z
刃
点
Y
ど

『
戸
籍
の
窓
』

　
　
　
　
　
　
　
一
喜

東
村
山
市

　
日
増
し
に
秋
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。

お
忙
し
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
毎
月

「
広
報
か
わ
に
し
」
を
お
送
り
い
た

だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
町

の
出
来
事
す
べ
て
を
、
手
に
と
る
よ

う
に
知
る
こ
と
が
で
き
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
開
封
し
て
気
に
な
る
の
が
「
人
口

の
動
き
」
で
す
。
農
村
の
嫁
問
題
、

「
う
ぶ
声
」
、
「
た
か
さ
ご
」
、
「
ご
め

い
福
」
を
、
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
拝

見
し
て
い
ま
す
。

　
先
祖
伝
来
の
土
地
や
家
を
捨
て
、

そ
の
地
か
ら
は
な
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
い
く
ら
時
代
の
流
れ

さ
ノ
ん

　
一ζ

一
片
　
桐

憂

と
は
い
え
、

い
で
し
ょ
う
か

え
る
と
き
、

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

た
一
軒
と
消
え
て
い
く
村
の
光
景
は
、

悲
し
い
こ
と
で
す
。

　
町
で
も
、
特
に
道
路
の
整
備
に
は

配
慮
く
だ
さ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
後
、
一
層
ご
尽
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
村
を
は
な
れ
て
三
十
五
年
、
田
舎

ほ
ど
尊
い
も
の
は
な
い
よ
う
に
感
じ

　
　
　
勇
さ
ん

（
小
白
倉
出
身
）

涙
の
出
る
思
い
で
は
な

　
。
子
供
の
将
来
を
考

そ
こ
に
は
住
め
な
い
の

　
　
　
で
も
、
一
軒
ま

善

　
一
般
寄
付

東
北
電
力
㈱

　
京
都
・
清
水
寺
で
（
昭
6
2
・
5
）

ま
す
。
悲
し
い
と
き
、
苦
し
い
と
き
、

う
れ
し
い
と
き
、
い
つ
も
思
い
出
さ

れ
る
の
が
故
郷
で
す
。

　
川
西
町
の
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

意　
（
敬
称
略
）

街
路
灯
二
灯

広
報
発
行
に

賀
山
か
ほ
る
（
土
浦
市
）

五
千
円

広報紙で
故郷に居る思い
　横浜市川崎広夫さん
　　　　　（室島出身）

　
広
報
紙
の
編
集
、
発
行
に
ご
努
力
く
だ
さ
い
ま
す
皆

々
様
に
は
、
い
よ
い
よ
ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
毎
月
の
広
報
、
有
り
難
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。
見
事

な
取
材
、
編
集
に
、
た
だ
た
だ
感
服
し
、
開
封
す
る
の

も
も
ど
か
し
い
気
持
ち
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
、

ぺ
ー
ジ
ご
と
に
見
易
く
編
集
し
て
あ
り
ま
す
。
次
々
に

ぺ
ー
ジ
を
め
く
る
楽
し
み
は
、
皆
様
も
ご
同
様
と
思
い

ま
す
。

　
横
浜
に
移
り
住
ん
で
か
ら
二
十
五
年
経
ち
ま
し
た
。

幸
い
、
広
報
の
お
か
げ
で
生
ま
れ
故
郷
の
様
子
を
居
な

が
ら
に
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
申
請
書
に
添
え
る
書
類
（
用
紙

　
は
、
幼
稚
園
か
保
育
園
、
役
場
福

　
祉
係
に
あ
り
ま
す
。
）

　
勤
め
人
の
い
る
家
庭
は
、
事
業
主

発
行
の
勤
務
証
明
書

■　■■■　9■一〇　■■　■　■■　■　■0日　置06■■　匿■■　■■■　騨0■0　■曹■0■・0・■

一入園申請受け付け・

コ
ナ
　
㊤1月10日㊧～25日

　
内
職
を
し
て
い
る
家
庭
は
、

主
発
行
の
内
職
証
明
書

　
自
営
業
や
農
業
の
方
は
、
農
業
従

事
確
認
申
請
書

　
病
人
の
い
る
家
庭
は
、
医
師
の
診

断
書

　
　
　
事
業

埼
玉
県
坂
戸
市

鈴
木
ス
ズ
イ
さ
ん
か
ら

　
拝
啓
　
い
つ
も
「
広
報
か
わ
に
し
」

を
、
懐
か
し
く
、
ま
た
楽
し
み
に
読

ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
の
お
心
の
深
さ
に
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
年
を
重
ね
ま
す

と
、
一
人
、
二
人
と
世
を
去
ら
れ
る

方
が
目
に
つ
き
ま
す
。
そ
ん
な
中
に

　
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
事
項

　
心
身
の
障
害
な
ど
で
、
団
体
生
活

の
で
き
な
い
児
童
は
、
入
園
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
。
申

請
書
は
、
直
接
、
家
族
の
方
が
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
入
園
中
で
引
き
続
き
入
園

を
希
望
す
る
児
童
も
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

募集人員と申請書提出場所

幼稚園

保育園

募集人員

入園区域
申請書の
配布・提出
場　　　所

幼稚園
五
歳
児

人
6
0

全町（ただし
年間通園可能
児童）

役場窓ロ

幼稚園

千　手
就
学
前
児
童

80
千　　　手

役場窓ロ

各保育所

南　原 45

上　野 70 上　　　野

橘 90 橘

仙　田 45 仙　　　田

問
い
合
わ
せ
先

保
育
園
は
、
役
場
福
祉
係

幼
稚
園
は
、
教
育
委
員
会

一
緒
に
学
ん
だ
友
の
名
前
を
見
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
悲
し
い
こ
と
で
す

が
、
広
報
の
お
か
げ
で
消
息
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ほ
ん
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
き
ょ
う
送
金
し
ま
し
た
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
一
日
と
寒
さ
に
向
か
う
季
節
で

す
。
ど
う
ぞ
皆
々
様
お
体
に
気
を
つ

け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

麟



麟

山
村
留
学
㎜
垂
、
、
，
鋤
，
，
、
、

灘
大
地
に
触
れ
な
が
ら

　
　
　
　
　
大
地
に
学
ぶ
こ
と
で
す

　
十
月
十
二
・
十
三
の
両
日
、
財
団

法
人
「
育
て
る
会
（
青
木
孝
安
理
事

長
）
」
の
一
行
が
、
町
の
依
頼
で
、

川
西
町
で
の
山
村
留
学
の
可
能
性
を

調
査
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
山
村
留
学
に
つ
い
て
は
、
議
会
の

一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
教
育

委
員
会
で
は
、
先
進
地
の
視
察
な
ど

研
究
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
財
団
法
人
「
育
て
る
会
」
は
、

蝉

講
演
を
す
る
青
木
理
事
長

全
国
に
六
カ
所
の
山
村
留
学
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
て
い
る
組
織
で
す
。
県

内
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら
松
之

山
町
に
学
園
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
十
二
日
夜
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
た
講
演
会
で
、
青
木
理
事
長

は
、
山
村
留
学
の
概
要
を
次
の
よ
う

に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
三
年
に
、
何
人
か
の
親

か
ら
子
供
を
都
会
だ
け
に
置
か
ず
に
、

自
然
の
中
に
連
れ
て
い
っ
て
欲
し
い

と
い
う
こ
と
か
ら
、
山
村
留
学
が
始

ま
っ
た
。

　
そ
の
後
、
長
野
県
八
坂
村
に
セ
ン

タ
ー
を
建
設
し
、
長
期
（
通
年
）
の

山
村
留
学
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
山
村

留
学
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
の
情
熱
、
協
力
が
大
切
だ
。

行
政
に
協
力
し
て
や
っ
て
い
る
、
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
成
功
し
な
い
。

　
十
年
、
二
十
年
と
い
っ
た
気
の
長

い
仕
事
だ
。
山
村
留
学
を
取
り
入
れ

た
と
こ
ろ
は
、
非
常
に
活
性
化
で
き

た
と
思
う
。
自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と

を
思
い
、
精
神
活
動
を
通
じ
た
活
性

化
で
意
義
の
あ
る
仕
事
で
あ
る
。
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4
年
高
橋
智
美
さ
ん

1
年
に
わ
さ
と
る
君

〈
仙磯…6
田

小
学
校

＼「

5
年
　
イ
林
健

君

3
年
　
吉
同
橋

新
　
君

6
年

高
野
禾
葉
さ
ん

　
（
12
月
号
は
白
倉
小
学
校
で
す
）

為、
霜
書
夫
翰

2年丸山良亮君4年南雲大輔君　 3年南雲貢君



　
十
月
六
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
十

日
町
保
健
所
主
催
の
キ
ノ
コ
講
習
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
百
八
十
人
ほ
ど
の
参
加
者
は
、
朝

か
ら
二
六
公
園
ブ
ナ
林
や
、
モ
ト
ク

ロ
ス
場
付
近
で
キ
ノ
コ
を
採
取
し
、

十
一
時
か
ら
の
鑑
別
に
集
ま
り
ま
し

た
。

　
か
ご
に
入
れ
ら
れ
て
大
切
に
運
ば

れ
た
キ
ノ
コ
は
、
九
十
種
類
ほ
ど
で

し
た
。
鑑
定
に
は
、
日
本
菌
堂
ム
本
員

の
布
施
公
幹
先
生
（
柏
崎
・
刈
羽
小

学
校
長
）
が
あ
た
り
、
次
々
に
名
前

と
「
毒
」
　
「
食
」
の
別
が
表
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
猛
毒
の
も
の
、
見
た

感
じ
は
毒
キ
ノ
コ
で
も
食
べ
ら
れ
る

も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　
会
場
で
は
、
キ
ノ
コ
の
名
前
あ
て

ク
イ
ズ
も
開
か
れ
、
正
し
い
名
前
と

食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
初
め
て
の
キ
ノ
コ
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
も
同
会
場
で
開
か
れ
、
「
キ

ノ
コ
の
ク
リ
ー
ム
煮
」
、
　
「
キ
ノ
コ

サ
ラ
ダ
」
な
ど
十
種
類
の
新
し
い
食

べ
方
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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塗
・

砧とり暮らしで

急
病
、
ケ
ガ
の
通
報
に
使
う

ネ
ッ
ク
レ
ス
式
発
信
器

　
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

老
人
は
、
現
在
四
十
五
人
い
ま
す
。

　
も
し
も
、
火
災
や
急
な
発
作
、
ヶ

ガ
な
ど
の
と
き
に
は
連
絡
す
る
方
法

が
な
く
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
々
は

困
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
町
で
は
県
の
補
助
事
業

で
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

ま
も
な
く
使
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
民
生
委
員
を
通
じ
て
、
希
望
を
と

り
ま
と
め
、
二
十
五
人
の
家
に
こ
の

シ
ス
テ
ム
が
入
り
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
電
話
回
線
を

通
じ
て
警
備
会
社
と
、
二
十
四
時
間

結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
導
入
し
た
も
の
は
、
火
災
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
感
知
器
と
、
押
し
売

り
や
強
盗
な
ど
、
身
の
危
険
を
感
じ

た
と
き
に
使
う
非
常
ボ
タ
ン
が
取
り

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
急
な
発
病
や
発
作
、
ケ
ガ

の
と
き
に
使
う
、
重
さ
四
〇
グ
ラ
ム

の
ネ
ッ
ク
レ
ス
式
発
信
器
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
異
常
が
発
生
し
た
と
き

は
、
玄
関
先
の
ラ
イ
ト
が
点
滅
し
、

同
時
に
、
町
に
駐
在
し
て
い
る
警
備

会
社
の
職
員
が
、
直
ち
に
駆
け
つ
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

科
　
　
名
　
織
物
工
芸
科
　
二
十
人

　
　
　
　
　
染
色
工
芸
科
　
二
十
人

応
募
資
格
　
高
等
学
校
を
卒
業
さ
れ

　
　
　
　
た
方
（
来
春
卒
業
見
込
者

　
　
　
　
を
含
む
）
で
、
色
覚
に
問

　
　
　
　
題
な
い
人
。

訓
練
期
間
　
一
年

選
考
日
時
各
月
の
第
四
金
曜
日

問
い
合
わ
せ
先

　
　
県
巫
十
日
町
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
電
話
　
五
七
－
二
〇
五

趣



斗
悪

鉾

轡
き
き
・
き
鵜

う
ぶ
声
－
お
す
こ
や
か
に

￥
　
あ
き
ら
忠
雄

4
幡
　
輝
ル
ー
ス
長
男
仁
田

　
　
　
ま
や
春
夫

蔵
品
麻
弥
眞
由
美
一
二
女
四
郎
兼

　
　
ち
え
こ
吉
明

村
越
千
恵
子
　
マ
リ
ビ
ッ
ク
長
女
野
　
口

　
　
け
ん
す
け
繁
信

馬
場
健
介
美
恵
子
二
男
朝
日
町

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
鵜
秘
赫
良
野

（
鯖
徳
錘
牡
リ
罫

（
舞
ス
●
ク
リ
鉾
寺
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

渡
邊
み
ち
子
5
6

星
名
弘
一
6
6

数
藤
静
江
7
0

茂
野
藤
太
郎
7
7

増
田
壮
吉
7
7

山
岸
常
良
8
0

押
木
タ
カ
8
0

樋
口
　
、
・
・
テ
8
7
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小
わ
琶

　
　
　
璽
贋

太
田
白
南
風
選

蕎
麦
刈
の
拾
い
日
和
の
は
や
西
に

一
つ
づ
つ
除
く
ほ
か
な
し
草
じ
ら
み

晩
稲
ま
だ
残
る
峡
田
の
続
き
け
り

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

こ
の
先
き
の
尾
瀬
に
連
な
る
山
紅
葉

短
日
の
菊
つ
む
妻
の
い
そ
い
そ
と

句
心
の
ゆ
き
つ
戻
り
つ
萩
の
道

　
　
　
　
　
　
上
野
内
山
寛
平

出
稼
ぎ
の
近
づ
く
畑
の
桐
囲
う

立
て
か
け
し
大
豆
は
じ
け
る
秋
日
和

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

母
逝
き
て
小
豆
の
殻
を
そ
の
ま
・
に

葬
い
の
道
に
続
け
る
赤
の
ま
ま

　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
野
仙
蒼
子

輪
台
を
か
け
て
花
ま
つ
菊
づ
く
り

豆
つ
ぶ
て
と
ん
で
秋
日
に
豆
落
す

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

十
三
夜
野
沢
の
出
湯
の
窓
に
あ
り

長
雨
に
稲
架
多
き
道
つ
づ
き
お
り

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

見
過
し
て
振
返
る
島
紅
葉
舟

群
落
の
松
の
中
な
る
な
な
か
ま
ど

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

箱
根
山
越
す
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
紅
葉
山

庭
木
み
な
雪
囲
い
し
て
冬
隣

　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斉
木
　
和
人

櫓
田
の
濃
淡
の
あ
り
起
伏
あ
り

四
万
の
鴨
に
瓢
湖
の
占
め
ら
る
る

　
　
　
　
　
　
三
領
　
水
品
　
　
律

細
々
と
残
る
山
路
の
野
菊
か
な

芒
野
や
旧
街
道
の
岐
路
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
ふ
る
さ
と
柿
の
秋

　
　
　
　
　
足
立
区
　
山
形
　
頼
太

山
な
み
を
浮
か
せ
て
消
え
し
遠
花
火

　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

大
仏
の
慈
眼
見
上
ぐ
る
古
都
の
秋

　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
博
史

丘
の
町
暮
れ
コ
ス
モ
ス
の
花
明
り

　
　
　
　
　
府
中
市
　
野
口
　
東
風

初
し
ぐ
れ
庭
の
鶏
頭
燃
え
さ
か
り

　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

杉
落
葉
乗
せ
て
揺
れ
お
り
そ
ば
の
花

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

日
だ
ま
り
の
木
犀
の
香
に
立
ち
ど
ま
り

　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

芋
の
露
吹
き
こ
ぼ
し
た
る
野
分
か
な

　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

野
菊
に
も
色
と
り
ど
り
に
あ
る
も
の
と

　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

あ
た
た
か
き
秋
日
干
物
多
か
り
し

　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

秋
深
し
井
戸
水
の
手
に
あ
た
た
か
き

　
　
　
　
　
　
小
脇
佐
藤
信
一

鯉
お
よ
ぐ
池
水
の
よ
く
澄
み
わ
た
り

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

遠
山
の
冠
雪
を
見
し
朝
の
晴

　
　
　
　
　
　
木
落
　
丸
山
鉄
四
郎

小
菊
咲
き
内
庭
暑
き
秋
日
和

　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

新
米
に
便
り
を
添
え
て
荷
を
託
す

　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

㊥

健
康
は
部
落
ぐ
る
み
で

　
こ
と
し
新
し
く
沖
立
と
、
元
町
部
　
た
。
で
も
、
認
定
さ
れ
た
と
い
っ
て

落
が
、
健
康
づ
く
り
モ
デ
ル
集
落
に
　
も
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
、

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
モ
デ
ル
集
落
の
認
定
事
業
は
、

こ
と
し
で
二
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
ね
ら
い
は
、
健
康
に

つ
い
て
の
意
識
を
高
め
、
健
康
な
体

を
部
落
ぐ
る
み
で
作
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
健

康
モ
デ
ル
集
落
に
な
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
す
。

　
沖
立
の
食
生
活
改
善
推
進
委
員

と
、
母
子
推
進
委
員
に
お
話
を
聞
い

て
み
ま
し
た
。

◎
健
康
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

　
モ
デ
ル
集
落
の
認
定
を
受
け
て
、

健
康
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し

調
理
実
習
を
か
ね
た
健
康
づ
く
り
座

談
会
（
1
0
・
2
7
沖
立
部
落
セ
ン
タ
ー
）

と
ま
ど
っ
て
い
ま
す
。
　
「
健
康
」
は

大
切
な
こ
と
で
す
か
ら
、
一
生
懸
命

に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
こ
れ
か
ら
の
計
画
は
…

　
健
康
づ
く
り
に
は
、
ま
ず
食
事
か

ら
と
い
う
こ
と
で
、
調
理
実
習
を
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
の
住
民
検
診
の
結
果
な
ど
を
参
考

に
、
み
ん
な
で
勉
強
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
十
一
月
に
は
、
乳
が

ん
検
診
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

冬
期
間
の
健
康
管
理
と
い
う
こ
と
で
、

血
圧
測
定
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
太
り
過
ぎ
の
人
が
大
勢
い
ま
す
。

楽
し
く
体
を
動
か
す
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
な
ど
も
い
い
と
思
い

ま
す
。い

餐
擦
灘
韓
講
儘

な
っ
た
生
人
で
も
多
く
の
人
が
幽

受
診
さ
れ
る
よ
う
に
、
ひ
と
声
を
か
囎

け
る
こ
と
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
．
雛

る
胴
磐
猶
講
郵
魅

で
す
・
も
ξ
健
康
に
つ
塾
馨

人
ひ
と
り
が
考
え
て
も
ら
い
た
い
で
螺

す
。


